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新春のお慶びを、申Lあ lザます。

新年、あけましておめでとうございます。近年の物価高騰による支出増によ

って介護業界は一層厳しさを増しており、当事業所においても 3年に一度の

介護報酬改定だけでは、この支出増に対應することは大変困難な状況とな

っております。国もこのような介護施設の窮状を見て、2025年度補正予算や

2026年度本予算で救済措置を講じる見通しとなったことは朗報ですが、この

他にも介護人材確保や ICTへの円滑な対応等大きな課題がLL積してお
り、これらの課題解決に向けて国の継続的支援が必要不可欠な状況です。

そんな中ですが、グループホーム陽だまりの使命は、理念に掲げる利用者の

皆様が、『住み慣れた飛騨の場所で おだやかに ゆっくり ゆつくり』過ご
していただくことです。この使命の達成に向けて、今年も職員一日邁進してま

いりますので、本年もご支援ご指導をいただきますようお願い申しあげます。

理事長 山本憲久

新年明けましておめでとうございます。昨年春よリグル

ープホーム陽だまりで勤務している介護支援専門

員の「植木朝子」と申します。介護支援専門員

の研修を無事に修了し、現在は、認知症実践者

研修を受講しながら勉学に励んでいるところです。

陽だまりに初めてお邪魔した時に、利用者様はとて

もあたたかく迎えて下さいました。施設での経験は初めてでしたのでとても嬉

しかった事は恙れられません。これからも、利用者様には施設での生活が

元気で穏やかに「ここは、安・むやなぁ」と思っていただけるような関わりや計

画の立案を行って行きたいと思っております。日頃、ご家族様におかれまし

ては、ご協力に感謝しております。また、何か困りごとやご意見がございまし

たら、教えていただきたいと,思います。′今後.ともよろしくお願いします。
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昨年 3月 以降の様子

匡亘工団、山田町や下林
町のお祭りを玄関前で見

物.あいにく両日雨模様
でしたが、見に来た可愛
いちびっこと触合う事も出
来ました.昼食は、お赤飯
等お祭リメニューでした。
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9月秋分の日のお昼は、、三色おは
ぎ。12月冬至は、ゆず湯、クリスマス

は、おやつにケーキ。年末は花もち作
りや松飾りをしてお正月の準備、そし

て年取り。お正月は、初詣や福笑い

や、職員の家族が獅子舞に来てくれ
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少人数で行

く、近場の散

歩。彼岸花が

咲いていた時
は、二班に分
かれて出か

け、綺麗だつ

たので、お花

の前で記念

橋i景多しました。
←・こちらは、

倉庫の軒下
で、休憩させ

てもらつてい

るところ。
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ξl遭理:1ま疑メ□]ヨ2エエコお昼に向け
て、玄関前でバーベキユ

ーを楽しみました。
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ご近所の内田さ

んから畑のトマトの収穫に

誘われて、採りに行きまし
た。毎年声かけてくださり感
謝です。
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高山市か
ら米寿の
お祝い品
が届きま
した。理事
長が伝達
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秋の良き日は、ドライ

ブに出たり、散歩に出

たりしました。

↑←清見のななもり
・
で徐E日本鵜する様子
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